
道路・河川　個別施設計画

関が丘歩道線

四阿

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

36年

耐用年数 17年

老朽度 212%

施設名

建物名

構造

延床面積 9㎡

建築年度 1989年度

経過年数

建築

屋根 17

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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道路・河川　個別施設計画

祭畤被災地展望

四阿

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根 17

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 88%

施設名

建物名

構造

延床面積 19㎡

建築年度 2010年度

経過年数 15年

耐用年数 17年
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道路・河川　個別施設計画

市野々原被災地展望

四阿

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根 17

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 88%

施設名

建物名

構造

延床面積 19㎡

建築年度 2010年度

経過年数 15年

耐用年数 17年
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道路・河川施設　個別施設計画

笹谷川

四阿

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 17年

老朽度 159%

施設名

建物名

構造

延床面積 7㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根
100万円以上
の費用を要
する計画なし

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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道路・河川施設　個別施設計画

夏川排水機場

機場建屋

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新 更新

内容 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新

経費 3,740 33,660 18,700 56,100

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 3,740 33,660 18,700 0 0 56,100

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

39年

耐用年数 31年

老朽度 126%

施設名

建物名

構造

延床面積 254.79㎡

建築年度 1986年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R12～R14年
度に県営ｽﾄｯ
ｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事
業で更新を
検討。負担金

支払

区分名 内容
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道路・河川施設　個別施設計画

石崎排水機場

機場建屋①

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62年

耐用年数 15年

老朽度 413%

施設名

建物名

構造

延床面積 107.99㎡

建築年度 1963年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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道路・河川施設　個別施設計画

石崎排水機場

機場建屋②

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 62年

耐用年数 31年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 175.8㎡

建築年度 1963年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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道路・河川施設　個別施設計画

石崎排水機場

水位観測所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新 更新

内容 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新

経費 3,740 33,660 18,700 56,100

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 3,740 33,660 18,700 0 0 0 0 0 0 56,100

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 56年

耐用年数 24年

老朽度 233%

施設名

建物名

構造

延床面積 3.3㎡

建築年度 1969年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R8～R10年
度に県営ｽﾄｯ
ｸﾏﾈjﾋﾒﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ事業で更新
を検討。負担

金支払

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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道路・河川施設　個別施設計画

内之目排水機場

機場建屋

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 直流配電盤非常用発電機

経費 3,236 3,236

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新 更新

内容 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新

経費 5,711 7,480 13,090 26,281

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 8,947 7,480 13,090 0 0 0 0 0 0 0 0 29,517

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

26年

耐用年数 38年

老朽度 68%

施設名

建物名

構造

延床面積 207㎡

建築年度 1999年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R6～R9年度
に県営ｽﾄｯｸﾏ
ﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業
で更新。負担

金支払

区分名 内容
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道路・河川施設　個別施設計画

日形排水機場

機場建屋

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 直流配電盤非常用発電機

経費 1,133 1,133

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新 更新

内容 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新 排水ポンプの更新

経費 3,740 33,660 18,700 56,100

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 1,133 0 0 0 3,740 33,660 18,700 0 0 0 0 0 57,233

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

43年

耐用年数 31年

老朽度 139%

施設名

建物名

構造

延床面積 105.04㎡

建築年度 1982年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R10～R12年
度に県営ｽﾄｯ
ｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事
業で更新を
検討。負担金

支払

区分名 内容
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道路・河川施設　個別施設計画

夏川水位観測所

水位観測所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

20年

耐用年数 24年

老朽度 83%

施設名

建物名

構造

延床面積 3.3㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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